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時
間
と
体
力
が
必
要
で
し
ょ
う
。

●
馬
込
の
地
形
を
考
え
る

　

こ
の
距
離
は
あ
く
ま
で
も
地
図
上
の
直
線

距
離
で
、
馬
込
の
道
路
環
境
を
考
え
る
と
真
っ

す
ぐ
な
道
ば
か
り
で
は
な
く
、
曲
が
り
く
ね
っ

た
道
、
坂
道
な

ど
が
あ
り
、
そ

れ
以
上
の
歩
数

と
時
間
を
必
要

と
す
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

こ
の
交
通
不

便
地
域
を
、
住

所
名
で
み
る
と
、

中
馬
込
一丁
目
、

三
丁
目
、
西
馬

込
一、二
丁
目
の

新
幹
線
や
横
須

賀
線
の
沿
線
に

居
住
す
る
人
た

ち
の
ほ
か
南
馬

込
、
北
馬
込
の一

部
も
該
当
し
ま

す
。

　

こ
の
交
通
不

便
地
域
を
参
考

に
公
共
交
通
機

関
が
運
営
さ
れ

る
こ
と
を
願
って

い
ま
す
。

●
空
想
路
線
を
現
実
に

　

本
紙
125
号
で
、
馬
込
を
走
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
空
想
路
線
図
を
考
え
記
事
に
し

ま
し
た
。

　

そ
の
理
由
は
馬
込
地
区
の
中
で
公
共
交
通

機
関
を
利
用
す
る
際
に
、
か
な
り
不
便
を
感

じ
る
環
境
に
住
ん
で
い
る
人
々
が
い
る
か
ら

で
す
。

　

だ
れ
で
も
が
、
身
近
に
あ
る
交
通
機
関
を

利
用
し
て
、
通
勤
、
通
学
、
買
い
物
、
通
院
な

ど
が
手
軽
に
で
き
た
ら
、
も
っ
と
快
適
な
生

活
が
送
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

で
は
、
実
際
に
馬
込
地
区
の
ど
こ
が
交
通

不
便
地
域
な
の
か
地
図
を
使
っ
て
調
べ
て
み

ま
し
た
。

●
地
図
を
利
用
し
て
考
え
る

　

馬
込
の
公
共
交
通
機
関
は
バ
ス
と
地
下
鉄

で
す
。
そ
れ
ら
の
場
所
に
行
く
に
は
ど
の
程

度
の
時
間
と
距
離
を
歩
く
の
で
し
ょ
う
か
？

地
図
に
示
さ
れ
て
い
る
縮
尺
を
使
い
、
地
下

鉄
の
２
駅
と
バ
ス
停
の
置
か
れ
て
い
る
位
置

に
コ
ン
パ
ス
の
中
心
点
を
置
い
て
、
半
径
250

ｍ
の
円
を
描
い
て
み
ま
し
た
。

●
地
図
か
ら
分
か
る
こ
と（
地
図
参
照
）

　

地
図
を
見
て
交
通
不
便
地
域
が
一
目
で
分

か
る
と
思
い
ま
す
。
円
内
に
居
住
し
て
い
る

人
々
は
最
寄
り
の
駅
、
バ
ス
停
ま
で
０
～
400

ｍ
以
上
の
距
離
を
歩
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

円
の
中
に
入
ら
な
い
地
域
に
住
ん
で
い
る
人

た
ち
は
、
300
ｍ
～
１
㎞
以
上
歩
く
こ
と
に
な

り
、
成
人
の
足
で
、
15
分
以
上
も
か
か
り
ま

す
。
高
齢
者
、
体
の
不
自
由
な
方
は
さ
ら
に

●
大
田
区
を
走
る「
た
ま
ち
ゃ
ん
バ
ス
」

　

大
田
区
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
導
入
の

例
と
し
て
、
交
通
不
便
地
域
を
解
消
す
る
た

め
に
矢
口
・
下
丸
子
地
区
で
運
行
さ
れ
て
い

る「
た
ま
ち
ゃ
ん
バ
ス
」
が
あ
り
ま
す
。
平

成
21
年
か
ら
試
行
運
行
が
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
令
和
元
年
７
月
か
ら
本
格
的
に
運
行
し
て

い
ま
す
。

●
実
現
性
は
？

　

実
現
に
向
け
て
こ
の
問
題
に
取
り
組
ん
で

い
る
機
関
も
あ
り
ま
す
、
み
ん
な
で『「
創

り
」「
守
り
」「
育
て
る
」地
域
内
交
通
検
討
会

（
中
馬
込
地
域
）
』で
す
。
区
の
モ
デ
ル
と
し

て
、
将
来
的
に
他
の
交
通
不
便
地
域
へ
展
開

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

実
現
す
る
ま
で
に
は
様
々
な
問
題
も
あ
り

ま
す
が
、
地
域
内
交
通
検
討
会
の
誕
生
、
一

回
目
の
会
合
の
実
施
、
会
合
で
利
用
さ
れ
た

地
域
住
民
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
分
析
、
考

察
な
ど
が
、
官
民
協
力
の
も
と
馬
込
に
公
共

交
通
機
関
導
入
を
少
し
ず
つ
前
進
さ
せ
て
い

る
こ
と
は
確
か
で
す
。
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馬込管内世帯人口数
（令和8年7月1日時点）

・世帯数　　32,925 

・人口（男）28,688

・人口（女）29,804

・人口（計）58,492

～
馬
込
に
だ
れ
で
も
使
え
る
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ
ス
の
導
入
を
願
っ
て
～

～
馬
込
に
だ
れ
で
も
使
え
る
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ
ス
の
導
入
を
願
っ
て
～

交
通
不
便
地
域
を
救
う
！

交
通
不
便
地
域
を
救
う
！
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◎
梅
田
小
学
校
６
年
生
に
よ
る
防
災

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

昨
年
度
の
梅
田
小
学
校
６
年
生
は
、

大
田
区
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム「
お
お
た

の
未
来
づ
く
り
」で
、
地
域
の
輪
を
つ

な
げ
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
、
町
内
会
で
や
っ
て
い
る

防
災
訓
練
を
梅
田
小
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
行

い
、
地
域
の
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
に
し
た
そ
う
で
す
。
本
当
に
災
害
が

あ
っ
た
と
き
、
地
域
の
み
ん
な
で
協
力

で
き
る
よ
う
に
、
防
災
知
識
を
学
ん
だ

り
、
体
験
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
を

込
め
て
３
月
４
日
に
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

６
年
生
５
ク
ラ
ス
164
名
が
小
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
、
各
教
室
や
理
科
室
、

体
育
館
に
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。

一
教
室
に
４
～
５
、
理
科
室
に
は
８
、

体
育
館
に
は
９
つ
の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、

防
災
知
識
を
学
ぶ
た
め
ゲ
ー
ム
や
ク
イ

ズ
、
展
示
を
行
っ
た
り
、
消
火
や
Ａ
Ｅ

Ｄ
、
た
ん
か
リ
レ
ー
な
ど
の
体
験
が
で

き
る
場
を
用
意
す
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

保
護
者
や
幼
稚
園
・
保
育
園
の
園
児

や
先
生
、
町
内
会
や
馬
込
特
別
出
張
所
、

消
防
署
か
ら
も
大
勢
が
訪
れ
、
楽
し
み

な
が
ら
学
習
し
た
り
、
感
心
し
な
が
ら

見
学
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

準
備
段
階
か
ら
当
日
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
に
至
る
ま
で
、
児
童
が
グ

ル
ー
プ
の
中
で
話
し
合
い
目
的
を
達
成

す
る
た
め
に
頑
張
っ
た
様
子
が
よ
く
わ

125
号
に
続
い
て
、
今
号
で
も
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
要
望
を
と
り
上
げ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。馬

込
の
小
学
生
た
ち
、
防
災
で
も
歴
史

で
も
、
地
域
と
の
か
か
わ
り
を
し
っ
か
り

と
つ
く
り
上
げ
て
い
ま
す
。

か
る
素
晴
ら
し
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

し
た
。
地
域
の
輪
は
確
実
に
大
き
く
つ

な
が
り
ま
し
た
。

◎
馬
込
第
二
小
学
校
で
馬
込
文
士
村

カ
ー
ド
が
で
き
ま
し
た

　

昨
年
、
令
和
７
年
度
の
５
年
生（
現

在
６
年
生
）が
つ
く
り
ま
し
た
。
馬
込

文
士
村
の
作
家
・
画
家
な
ど
を
一
人
一

枚
の
カ
ー
ド
に
し
て
、
ト
ラ
ン
プ
遊
び

の
よ
う
に
使
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
郷
土
博
物
館
の
資
料
に
よ
り
、
５

年
生
が
話
し
合
い
を
重
ね
て
つ
く
り
ま

し
た
。
カ
ー
ド
は
42
枚
で
、
５
種
類
の

遊
び
方
の
説
明
書
と
共
に
、
箱
へ
収
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

カ
ー
ド
の
お
も
て
面
に
、
馬
込
文
士

の
名
前
・
似
顔
絵
と
、
詩
人
・
小
説
家

な
ど
の
職
業
、
生
年
月
日
、
没
年
、
代

表
作
、
馬
込
に
住
ん
で
い
た
と
き
の
場

所（
住
所
）、
住
ん
で
い
た
期
間
な
ど
が

書
か
れ
、
う
ら
面
に
デ
ザ
イ
ン
模
様
と
、

遊
ぶ
た
め
の
単
語
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
三
月
、
地
域
の
人
を
招
待
し

て
給
食
を
食
べ
な
が
ら
交
流
を
深
め
る

「
ふ
れ
あ
い
給
食
会
」で
も
使
わ
れ
、
招

待
者
と
児
童
た
ち
が
一
緒
に
な
っ
て
遊

び
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
説
明
書

の
遊
び
方
以
外
に
も
、
２
組
の
カ
ー
ド

を
使
っ
て
の「
神
経
衰
弱
」
ゲ
ー
ム
な

ど
を
工
夫
し
て
楽
し
く
遊
ん
で
い
ま
し

た
。
難
し
い
作
家
の
名
前
も
す
ら
す
ら

と
読
み
上
げ
て
、
馬
込
文
士
が
す
っ
か

り
身
近
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
町
会
長
の
交
代

　
馬
込
浅
間
町
会

　

中
村
憲
一
氏
か
ら
岡
田
真
氏
へ

　
南
馬
込
西
一
会

　

久
保
井
光
正
氏
か
ら
門
倉
寛
勝
氏
へ

◎
大
森
消
防
団
操
法
大
会 

6/14（
日
）

◎
自
治
会
町
会
永
年
在
職
者
感
謝
状
贈

呈 

7/9（
木
）

◎
八
幡
神
社
例
大
祭 

9/12（
土
）9/13（
日
）

◎
第
33
回
ま
ご
め
幸
陽
祭（
ま
ご
め
園
）

9/26（
土
）

◎
馬
込
中　
学
校
防
災
訓
練 

10/10（
土
）

◎
馬
二
小　
学
校
防
災
訓
練 

10/31（
土
）

◎
各
施
設
で
の
催
し

●
ラ
イ
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
西
馬
込
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

10
月
４
日（
日
）８
時
～
16
時

ラ
イ
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
西
馬
込
利
用
団

体
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表
や
、
近
隣
飲

食
店
の
出
店
が
あ
り
ま
す
。

●
第
41
回
南
馬
込
文
化
セ
ン
タ
ー
ま
つ

り10
月
18
日（
日
）10
時
～
16
時

合
唱
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ

発
表
、
作
品
の
展
示
の
ほ
か
、
工
作
・

茶
道
・
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
の
体
験

コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
企
画
を
用
意
し
て
、

皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
３
７
７
１
）８
４
８
１

●
第
47
回
馬
込
文
化
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

11
月
14
日（
土
）11
時
～
16
時

11
月
15
日（
日
）11
時
～
16
時

地
域
の
皆
様
の
絵
画
・
書
道
・
短
歌
・

俳
句
・
手
作
り
小
物
な
ど
の
作
品
を
募

集
し
ま
す
。
９
月
７
日（
月
）
10
時
よ

り
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
３
７
７
５
）１
３
７
０

◎
龍
子
記
念
館（
TEL 

3772-

0680
）

●
高
橋
龍
太
郎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
連
携
企

画　

川
端
龍
子
プ
ラ
ス
ワ
ン（
前
期
）

「
川
内
理
香
子 LO

V
E, W

ild Grape, 
T

iger, heart

」９
月
12
日（
土
）
～
11

月
8
日（
日
）

●
高
橋
龍
太
郎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
連
携
企

画　

川
端
龍
子
プ
ラ
ス
ワ
ン（
後
期
）

「
近
藤
亜
紀　

吾
は
、
わ
た
し
は
、」
11

月
21
日（
土
）
～
令
和
9
年
1
月
24
日

（
日
）

◎
熊
谷
恒
子
記
念
館（
TEL 

3773-

0123
）

●
か
な
の
美
展「
熊
谷
恒
子
の
原
点
―『
古

今
和
歌
集
』を
中
心
に
振
り
返
る
―
」４

月
18
日（
土
）
～
９
月
27
日（
日
）

●
熊
谷
恒
子
没
後
40
年
企
画
展「
熊
谷
恒

子
と
京
都
江
馬
家
」10
月
17
日（
土
）
～

11
月
29
日（
日
）予
定

◎
馬
込
図
書
館（
TEL 

3775-

5401
）

●
馬
込
文
士
村
展
示「
宇
野
千
代
と
広
津

家
」９
月
18
日（
金
）
～
11
月
18
日（
水
）

●
宇
野
千
代
企
画「
う
ま
こ
着
物
ぬ
り
え

コ
ン
テ
ス
ト
」９
月
１
日（
火
）
～
11
月

30
日（
月
）

●
読
書
週
間「
馬
込
文
士
村
読
書
ノ
ー
ト

配
布
」10
月
27
日（
火
）
～
11
月
９
日（
月
）

●
馬
込
文
士
村
映
画
会「
蜜
の
あ
わ
れ
」

11
月
８
日（
日
）14
時
～
16
時

●
大
人
の
た
め
の
朗
読
会　

11
月
28
日

（
土
）13
時
30
分
～
15
時

◎
郷
土
博
物
館（
TEL 

3777-

1070
）

●
特
集
展
示「
没
後
30
年　

宇
野
千
代
の

華
麗
な
る
世
界
」９
月
５
日（
土
）
～
11

月
29
日（
日
）

●
特
集
展
示「
大
森
駅
開
業
150
年　

馬
込

か
ら
大
森
へ
、
大
森
か
ら
海
浜
行
楽
地

へ
」９
月
５
日（
土
）
～
11
月
29
日（
日
）

●
特
集
展
示「
大
森
貝
塚
と
大
田
区
」９

月
16
日（
水
）
～
11
月
29
日（
日
）

や
る
も
ん
だ
ね
！ 

馬
込
の
小
学
生

梅
田
小

「防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

馬
二
小

「文
士
村
カ
ー
ド
」　　
　
　
　

の
実
践
を
紹
介
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